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ソフトボール投げの記録を向上させる新たな教材・教具としてのメンコ遊びの可能性 

～小学 5 年生を対象とした調査から～ 
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【要 旨】 

ソフトボール投げの記録を向上させるためには，上肢の振り動作よりもむしろ投動作の起点である下

肢動作の改善が重要である．特に，踏込脚の膝関節伸展動作と，その際の足底への大きな荷重を獲

得することは重要である．  

スポーツ医科学の分野において投動作トレーニングとして注目されている「真下投げ」では，踏込脚

の膝関節伸展動作が顕著に現れ，その際の足底への荷重最大値は通常の投球時よりも増大する．こ

の真下投げは，日本の伝統的な外遊びである「メンコ」を模倣した投動作トレーニングである． 

そこで本研究では，ソフトボール投げの記録を向上させる新たな教材・教具としてメンコ遊びが有効

であるのではないかと考え，小学 5 年生を対象にメンコ遊びの成績とソフトボール投げの記録との相関

関係を検討してみた．その結果，男子においてのみ，メンコ遊びの成績が良い子どもはソフトボールを

より遠くに，より速く投げられることがわかった．以上から，男子においては，メンコ遊びの成績を向上さ

せることでソフトボール投げの記録が向上する可能性がある． 
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[Abstract] 

In order to improve the softball throw record, it is important to improve the motion of 

lower limbs on initiating the throwing motion rather than the swing motion of upper 
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limbs. It is particularly important to extend the knee joint of landing leg and to put the 

weight on the bottom of foot. 

With mashitanage which gets attention in the sports medical science as a training 

method of throwing motion, knee joint of landing leg is remarkably extended. Then the 

maximum load on the bottom of foot becomes bigger than the normal throw time. This 

mashitanage is a training method of throwing motion imitating the menko play which is 

a Japan’s traditional children play. 

The present study, supposing the menko play is an effective training tool for the 

improvement of softball throw records, examined the correlation between the results of 

menko play and the results of softball throw targeting the fifth graders of elementary 

school. As a result, it was only true for boys that children of good menko player could 

throw softball longer and faster. This suggests that boys has a possibility to improve 

the softball throw by improving the menko play. 



スポーツパフォーマンス研究, 8, 24-35, 2016 

 

 26

Ⅰ．緒言 

昭和 60 年頃から続く，子どもたちの体力・運動能力の低下は深刻な社会問題である．これは，保護

者をはじめとした国民の意識の中で，子どもたちの外遊びやスポーツの重要性を軽視することなどによ

り，子どもたちが積極的に身体を動かさなくなったことが一因と考えられている（文部科学省 HP 中央教

育審議会答申）．近年，公園や広場を見渡してみても，放課後や休日には多くの子どもたちが集まって

きてはいるものの，遊具やベンチに腰掛けて携帯型ゲーム機で遊んでいる姿が目立つ． 

子どもたちの体力・運動能力の低下のうち，特にソフトボール投げの記録は低下が著しい．文部科学

省 スポーツ・青少年局 スポーツ振興課が昭和 39 年度から実施している抽出調査「体力・運動能力調

査」によると，昭和 60 年度と比較して平成 26 年度では，ソフトボール投げの記録が 11 歳男子で 6.09m

の低下，11 歳女子で 4.14m の低下となっている（図 1）．また，同省 スポーツ・青少年局 体育参事官

付事業係が平成 21 年度から実施している全数調査「全国体力・運動能力，運動習慣等調査」によると，

平成 21 年度と比較して平成 27 年度では，小学５年生男子で 2.90m の低下，小学５年生女子で 0.86m

の低下となっている（図 2）．このように，長・短期的にみても，子どもたちのソフトボール投げの記録は低

下が続いている． 

 

図 1 ソフトボール投げの記録の年次推移 

※文部科学省 HP「体力・運動能力調査統計表一覧 」より作図 
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図 2 ソフトボール投げの記録の年次推移 

※文部科学省 HP「全国体力・運動能力，運動習慣等調結果」より作図 

 

近年，多くの自治体が「ソフトボール投げの記録の向上」を課題に掲げて様々な取り組みをしてきて

はいるものの，上述したようにその成果は現れていない．子どもたちのソフトボール投げの記録が特に

低いことで知られる埼玉県の取り組みをみてみると，ボールを投げる楽しさや喜びを味わうことができる

（つながる）教材・教具の工夫が中心であり（図3），主に上肢の振り動作の改善に重点が置かれている

ような印象を受ける．しかしながら，ソフトボール投げの記録を向上させるためには，上肢の振り動作より

も む し ろ 投 動 作 の 起 点 で ある 下 肢 動 作 の 改 善 が 重 要 で あ る ． 特 に ， 投 球 加 速 期 （ Jobe and 

Kvitne,1990）における踏込脚の膝関節伸展動作の獲得は重要である．この下肢動作によって，体幹

部の下端（踏込脚側の股関節）が押し上げられ，体幹部の回旋を含む前屈動作が効率よく遂行される

と指摘されている（伊藤・渡會,2014）．また，この下肢動作による踏込脚の足底への大きな荷重や床反

力は，ボール初速度の増大に重要であることが報告されている（伊藤ほか,2000；Kageyama et 

al.,2014；蔭山ほか,2015；MacWilliams et al.,1998）．つまり，図3のような教材・教具では，ソフトボール

投げの記録の向上に有効な下肢動作の獲得が期待できないのではないかと考えられる． 
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図 3 ボールを投げる楽しさや喜びを味わうことができる（つながる）教材・教具の工夫 

※埼玉県立総合教育センターHP「調査研究報告書 第 368 号」より引用 

 

一方，スポーツ医科学の分野に目を向けてみると，地面に向かって全力でボールを叩きつける「真

下投げ」と呼ばれる投動作トレーニングが注目されている（動画 1）．この真下投げでは，踏込脚の膝関

節伸展動作が顕著に現れ（伊藤ほか,2013），その際の足底への荷重最大値は通常の投球時よりも有

意に増大することが報告されている（伊藤ほか,1999；伊藤,1999）．このような下肢動作が容易に体現で

きるようになる一因として，踏込脚全体が投球方向（この場合は下方）を向いていることが指摘されてい

る（伊藤ほか,2013）．また，「重力方向」に向かってボールを投げることで体幹部の回旋を含む前屈動

作が効率よく遂行され，上肢の振り動作は肩甲骨面上での肘関節伸展動作が主体になると考えられて

いる（伊藤ほか,2003）．つまり，真下投げでは合理的な投動作を容易に体現できるようになるため，野

球選手の投能力向上と上肢投球障害予防に有効であるとの報告が多数なされている（伊藤ほ

か,2009a,2009b,2009c；蔭山・前田,2013,2015；本嶋・藤田,2014）． 

この真下投げは，日本の伝統的な外遊びである「メンコ」を模倣した投動作トレーニングである．その

ため，メンコ遊びは，ソフトボール投げの記録を向上させる教材・教具としても有効である可能性がある．

そこで本研究では，このメンコ遊びに注目し，小学 5 年生を対象にメンコ遊びの成績とソフトボール投げ

の記録との相関関係を検討した．また，得られた結果から，ソフトボール投げの記録を向上させる新た

な教材・教具としてのメンコ遊びの可能性について考察した． 

 

Ⅱ．対象と方法 

１．対象 

文部科学省が平成 21 年度から実施している全数調査「全国体力・運動能力，運動習慣等調査」と

同様に，本研究の対象は小学 5 年生とした．男女の内訳は，男子 11 名（身長：138.6±7.5cm，体重：

33.9±8.0kg，BMI：17.4±2.4kg/m2），女子 16 名（身長：138.9±6.4cm，体重：31.7±4.0kg，BMI：16.4

http://sports-performance.jp/paper/1540/m1.html
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±1.3kg/m2）であった．  

尚，対象者全員とその保護者に対して事前に本研究の主旨，安全性について十分な説明を行い参

加の同意を得た． 

 

２．方法 

（1）ソフトボール投げの記録 

2014 年 6 月 24 日，文部科学省の新体力テスト実施要項（6～11 歳対象）に基づき，ソフトボール投

げの記録会を実施した（図 4）．ソフトボール投げの記録は，2 回投げて良い方の記録とした．記録は 1m

単位とし，1m 未満は切り捨てた． 

 

 

図 4 ソフトボール投げ 

 

（2）ボール初速度の分析 

ソフトボール投げの記録会の際に，サークルの側方 15m からハイスピードカメラ EX-FH25（CASIO 社

製）を用いて投動作を 240fps で撮影した．得られた映像を基に，映像解析ソフト Frame-DIASⅤ（DKH

社製）を用いてボール初速度を分析した．ボール初速度（km/h）は，ボールリリース直後から 3 フレーム

後までのボール移動距離を所要時間で除した値とした． 

 

（3）メンコ遊びの成績 

午前 8 時 30 分～8 時 50 分までの朝自習という時間を使って全 4 回のメンコ遊び大会を実施した．

第 1 回大会は 2014 年 8 月 25 日～9 月 1 日までの期間，第 2 回大会は 9 月 8 日～9 月 12 日までの

期間，第 3 回大会は 10 月 23 日～11 月 13 日までの期間，第 4 回大会は 11 月 20 日～12 月 5 日ま

での期間であった．全 4 回のメンコ遊び大会は，学級担任の監督の下で実施した． 

市販のゴム製コースター（ワールド・クリエイト社製）をメンコの代わりに使用し，体操マットの上で実施

した（図 5）．ルールは，自分のメンコを連続で 10 回投げて相手のメンコを何枚ひっくり返したかを競わ

せ，1 日に 2 名と対戦させた．これを 1 セット（20 投）とし，大会期間中に 5 セット（100 投）実施し，100

投中何枚ひっくり返したかを 1 大会の成績とした．本研究では，4 大会分の平均成績を採用した． 

尚，「遊び」であるという側面を重視し，全 4 回のメンコ遊び大会の期間中に学級担任による技術指

導は一切行わなかった． 
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図 5 メンコ遊び 

 

３．統計処理 

測定項目間の相関関係には Pearson の積率相関係数を用い，危険率 5%未満をもって有意とした．

また，平均値間の統計的有意差検定には Fisher's PLSD 法を用い，危険率 5%未満をもって有意とし

た． 

 

Ⅲ．結果 

１．メンコ遊びの成績とソフトボール投げの記録との相関関係 

男子においては，メンコ遊びの成績とソフトボール投げの記録との間に有意な正の相関関係がみら

れた（r=0.648，n=11，p<0.05）．一方，女子においては，メンコ遊びの成績とソフトボール投げの記録と

の間に有意な相関関係はみられなかった（r=0.417，n=16，N.S.）（図 6）．つまり，男子においてのみ，メ

ンコ遊びの成績が良い子どもはソフトボールをより遠くまで投げられることがわかった． 

 

 

図 6 メンコ遊びの成績とソフトボール投げの記録との相関関係 
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２．ソフトボール投げの記録とボール初速度との相関関係 

男子においては，ソフトボール投げの記録とボール初速度との間に有意な正の相関関係がみられた

（r=0.974，n=11，p<0.001）．女子においても，ソフトボール投げの記録とボール初速度との間に有意な

正の相関関係がみられた（r=0.907，n=16，p<0.001）（図 7）．つまり，男女ともに，ボール初速度はソフト

ボール投げの記録を決定する要因であることがわかった． 

 

 

図 7 ソフトボール投げの記録とボール初速度との相関関係 

 

３．メンコ遊びの成績とボール初速度との相関関係 

男子においては，メンコ遊びの成績とボール初速度との間に有意な正の相関関係がみられた

（r=0.612，n=11，p<0.05）．一方，女子においては，メンコ遊びの成績とボール初速度との間に有意な

相関関係はみられなかった（r=0.401，n=16，N.S.）（図 8）．つまり，男子においてのみ，メンコ遊びの成

績が良い子どもはソフトボールをより速く投げられることがわかった． 
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図 8 メンコ遊びの成績とボール初速度との相関関係 

 

４．メンコ遊び大会における成績の推移（第 1 回大会～第 4 回大会） 

男女ともに，第 1 回メンコ遊び大会から第 4 回メンコ遊び大会にかけて，有意な成績の向上はみられ

なかった（図 9）． 

 

図 9 メンコ遊び大会における成績の推移（第 1 回大会～第 4 回大会） 
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Ⅳ．考察 

本研究では，小学 5 年生を対象にメンコ遊びの成績とソフトボール投げの記録との相関関係を検討

した． 

その結果，男子においてのみ，メンコ遊びの成績はソフトボール投げの記録との間に有意な正の相

関関係がみられ（図 6），ソフトボール投げの記録を決定する要因であるボール初速度（図 7）との間にも

有意な正の相関関係がみられた（図 8）．つまり，男子においてのみ，メンコ遊びの成績が良い子どもは

ソフトボールをより遠くに，より速く投げられることがわかった．以上から，男子においては，メンコ遊びの

成績を向上させることでソフトボール投げの記録が向上する可能性がある． 

一方，女子におけるメンコ遊びの成績は，ソフトボール投げの記録やボール初速度との間に有意な

相関関係はみられなかった（図 6）（図 8）．しかしながら，大会別にみてみると，第 4 回メンコ遊び大会の

成績に関しては，ソフトボール投げの記録との間に有意な正の相関関係がみられ（r=0.589，n=16，

p<0.05），ボール初速度との間にも有意な正の相関関係がみられている（r=0.601，n=16，p<0.05）．女

子においては，対象者数を増やすなどして相関関係を再検討する必要があると考えられる． 

本研究では，メンコ遊びを継続的に競い合わせることで成績が次第に向上することを期待していた．

しかしながら，男女ともに，第 1 回メンコ遊び大会から第 4 回メンコ遊び大会にかけて，有意な成績の向

上はみられなかった（図 9）．この一因として，「遊び」であるという側面を重視し，全 4 回のメンコ遊び大

会の期間中に学級担任による技術指導を一切行わなかったことが考えられる．メンコ遊びにおいて適

切な技術指導をするためには，まず始めに詳細な動作分析をして成績上位者の特徴を明らかにする

必要があり，今後の検討課題である． 

しかしながら，メンコ遊びにおいて適切な技術指導をする際に，参考となる情報や先行研究はいくつ

か存在する．例えば，メンコ遊びの名人と呼ばれた人たちは，指先を地面でよく擦りむいたことが知られ

ている．これは，リリースの際に体幹部を地面に向けて大きく前屈し，リリース高をより低くして，真下にあ

る相手のメンコにできるだけ近づいて自分のメンコを投げつけようとした結果であると考えられる．また，

伊藤ほか（2009a,2009b）は，メンコ遊びを模倣した投動作トレーニングである真下投げにおいて，ボー

ルリリース高とボール投射角度との間に有意な正の相関関係がみられることを報告している．つまり，リ

リースの際に体幹部を地面に向けて大きく前屈し，リリース高をより低くすることで，真下にボールが投

射しやすくなるものと考えられる．メンコ遊びにおいても，体幹部の前屈角度，リリース高，投射角度など

は重要な指導ポイントになることが予想されるため，これらの項目を含めた詳細な動作分析はやはり急

務であると考えられる．  

以上をまとめると，男子においては，メンコ遊びはソフトボール投げの記録を向上させる新たな教材・

教具として有効である可能性がある．今後の検討課題は，対象者数を増やすなどして女子における相

関関係を再検討することと，メンコ遊びの詳細な動作分析をして技術指導のポイントを明確にすること

である．また，これらを早急に検討した上で，メンコ遊びにおける成績の変化とソフトボール投げの記録

の変化との関係を縦断的に検証することが不可欠である． 

 

Ⅴ．結語 

１． 本研究では，小学 5 年生を対象にメンコ遊びの成績とソフトボール投げの記録との相関関係を検
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討した． 

２． 男子においてのみ，メンコ遊びの成績が良い子どもはソフトボールをより遠くに，より速く投げられる

ことがわかった． 

３． 男子においては，メンコ遊びはソフトボール投げの記録を向上させる新たな教材・教具として有効

である可能性がある． 

４． 今後の検討課題は，対象者数を増やすなどして女子における相関関係を再検討することと，メンコ

遊びの詳細な動作分析をして技術指導のポイントを明確にすることである．また，これらを早急に検

討した上で，メンコ遊びにおける成績の変化とソフトボール投げの記録の変化との関係を縦断的に

検証することが不可欠である． 
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